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○米国　West　Jμnior　High　School（ミゾリー一一州コロン
ビア市）
　　　　研究協力者　Richard　G．　Bare　Teacher
　その質問紙調査の中で，Rosenberg自己評価テストの
結果のみ集計が終ったので，その集計表を掲載すること
によって中間報告（研究経過報告）にかえさせていただ
くことにする。
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　研究実施計画通り，ローゼンバーグ（Rosenberg）の自
己評価テストを中心とする質問紙を日・韓・米の関係者
の協力を得て，1993年中に日韓米の中学生に配布し，無
事実施することができた。
　研究協力校，及び研究協力者名は以下の通りである。
○日本　明治大学付属中野中学校（男子）
　　　　明治大学付属中野八王子中学校（女子）
　　　　研究協力者　石川修二教論
　　　　京都市立西陵中学校（男，女）
　　　　研究協力者　上野あゆみ教諭
○韓国　公州大学付属中学校（男，女）
　　　　研究協力者　金温植同大教授
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